公証役場への依頼ＦＡＸ　記載例----------------------------------------------------------------------
　　　　ＦＡＸ送信票

平成○年○月○日


○○公証役場　御担当者殿


県○市○町○番地
電話０１２－３４５－６７８
ＦＡＸ０１２－３４５－６７９
送信者　氏名　○○○○


債権者　氏名○○○　住所○○○　生年月日○○　職業○○
債務者　氏名□□□　住所□□□　生年月日□□　職業□□


前略　お世話になります。
　添付の金銭消費貸借契約を締結予定です。可能であれば、両当事者本人が出頭し、○月○日以降に、貴公証役場にて、公正証書（執行証書）を作成したいと考えております。添付の契約書について、条項案を作成する際に不都合な部分があればご指摘いただきたいと思います。日程調整について御返事頂きたくお願い申し上げます。当日持参するものは、両当事者の運転免許証と三文判のみで宜しいでしょうか。当日持参すべき費用の概算も事前にお知らせ頂けますようお願い申し上げます。以上よろしくお願い申し上げます。

草々

書式例（金銭消費貸借契約書）

----------------------------------------------------------------------------------------------------------
金銭消費貸借契約書

甲（貸主）と乙（借主）とは、本日、次の通り、金銭消費貸借契約を締結した。

第１条（契約内容）　

　貸付金額　金○○円　

　利息　　　年率○○パーセント　

　損害金　　年率○○パーセント　

　弁済期　　○年○月○日


第２条（担保）

　乙は本契約の担保として、次のものを差し入れる。
　　不動産担保権（抵当権）　

　　土　地　所在　○県○市○町
　　　　　　地番　○○
　　　　　　地目　宅地
　　　　　　地積　○○平米　

　　人的担保　

　　連帯保証人（丙）　　住所　○県○市○町○○番地　　氏名　○○○○

第３条（金銭の交付）
　甲は、乙から差し入れられた前条の登記申請必要書類及び保証人の印鑑証明書付き保証書と引き換えに、金○○円を乙に交付し、乙はこれを受領した。


第４条（期限の利益喪失）

乙が破産・民事再生・負債整理を行い、又は、資産状態に重大な変化が生じ

た場合は、第１条の期限の定めに関わらず、乙は期限の利益を喪失し、残額を一度に支払う。


第５条（強制執行認諾）
　乙は、本契約の支払いを１日でも遅れた場合は、強制執行に服する旨認諾した。

第６条（専属的合意管轄裁判所）
　甲乙は、本契約に関して万一紛争が生じた場合の第一審の管轄裁判所を東京地方裁判所と定めた。


第７条（連帯保証契約）

　甲（貸主）と丙（連帯保証人）は、本日、上記甲乙間の金銭消費貸借契約について連帯保証契約を締結した。

以上の通り契約したので、本合意書２通を作成し、甲乙丙各１通を所持することとした。

平成○年○月○日


甲：住所

　　氏名

乙：住所

　　氏名 


丙：住所

　　氏名 

-------------------------------------------

